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（国際ロータリー第2690地区）
「行動し、新たなロータリーの可能性を引き出そう！」

一  真実かどうか
二  みんなに公平か
三  好意と友情を深めるか
四  みんなのためになるかどうか

四つのテスト
言行はこれに照らしてから

2022-23年度国際ロータリーのテーマ
RI会長　ジェニファーＥ．ジョーンズ

イマジン ロータリー / Imagine Rotary

森林破壊、また土地利用の転換や農業・畜産業の拡大、
さらに野生動物の商取引・消費といった問題」が指摘
されています。ウイルスは宿主の存在を必要とし、長
期的にみると、宿主の生存可能性や環境適応性を高
める方向に進化する、というのが専門家の共通した
考えです。
　人と動物の健康に、環境は密接に関与しています。
森林の中で生息をしていたウイルスや病原体は、大
規模な森林伐採や急速な都市化により人間社会に侵
入し、新たな感染症を急速に世界中に広めています。
今回のCOVID-19もそうです。
　「ジャングルの奥地にひそかに生息している微生
物を、人間社会に持ってきてはいけない」ということ
が重要な点だという事をお忘れなく。環境を守るこ
とは、感染症を防ぐ効果もある、という事に留意なさ
ってください。そして最後に、私たちはロータリアン
である、という事をもう一度、心に留めなければなら
ないと思います。切迫した問題が山積みになってい
るこの世界において、単なる傍観者ではなく、自ら行
動する責任がロータリアンにはある、と私は考えて
おります。と結んでおられます。
　一人一人の心持が大切です。一日も早くこのウイ
ルスが収束する事を祈ります。
　以上、会長時間と致します。
幹事報告
⃝�国際ロータリーより
　2022年決議審議会決定報告書
⃝�例会変更…鳥取西RC、米子南RC、鳥取北RC
⃝�1月の行事予定表　別添配布
⃝�1月に第3回クラブ協議会を予定
　日時等は後日連絡します。
⃝�1月19日（木）は河本家住宅にて職場訪問例会を
予定しています。
⃝�2月22日（水）18時より　倉吉地区3ロータリーク
ラブの合同例会があります。
次年度幹事報告
⃝�12月8日の次年度臨時理事会で決定された、次年
度理事・役員名簿　別添配布
⃝�出席委員会
　　会 員 数 46名
　　出席会員 44名　欠席会員  0名
　　　　　　　　　 免除会員  2名
　　本日出席率　　  　100％

書面例会(メール・ＦＡＸ)
会長時間
　先週木曜日から週末まで中部地区のコロナ感染者
数が130人前後と高止まり傾向にあります。先週12月
8日の時短対面例会では85.6％の出席率で多数の会員
の皆様に出席して頂き、ありがとうございました。
　前畑幹事と再三例会開催について協議致しました
が、コロナウイルス感染対策に最大の危機を以て、本
日は書面例会にさせて頂きました。御理解の程宜し
くお願い致します。
　さて、本日はロータリーの友12月号の記事「コロナ
禍とワンヘルス」というSPEECHが載っています。国
際ロータリー2700地区第7グループIMの講演要旨で
す。講演されたのは、日本医師会名誉会長横倉義武先
生（大牟田北RC会員）です。ちょうど10年前、私が日
本獣医師会理事の時、日本医師会と日本獣医師会が
「ワンヘルス推進の覚書」の調印を行い、大変懐かしく
思いました。以下、ロータリーの友の横倉先生講演要
旨からの抜粋ですが、感染症の中でも「動物由来感染
症」とは、動物から人間へうつる感染症を表す言葉で、
「人獣共通感染症」という表現もあります。動物への感
染症については獣医学が対応してきましたが、動物
から人へ伝播する動物由来感染症は、医学と獣医学
が協力して対応することになります。世界保健機関
（WHO）によれば、動物由来感染症は現在200種類以上
とされ、有名なのは狂犬病、ほかには中世ヨーロッパ
で猛威を振るったペスト、エボラ出血熱、そして新型
コロナです。
　感染を阻止するためには感染源、感染経路、宿主の
三つに対する策が必要となります。従って、人間、動
物、環境の三方面からのアプローチにより、感染を防
ぐことが喫緊の課題となっているのです。
そして「人と動物の健康は、環境から」です。
そのキーワードとして、注目されているのが「ワンワ
ールド（One World）・ワンヘルス（One Health）という
考え方です。
人間、動物、環境（生態系）、この三つの健康は「ワンヘ
ルス」、つながったもの、とする考え方は、医療の歴史
と共に古くから伝えられてきたもので、決して新し
い考え方、というわけではありません。しかし、動物由
来感染症が急増する近現代の現状への対応として、3
つの健康をワンワールドで一つとする考え方が、21
世紀になって国際的にも改めて注目されるようにな
りました。
　なにしろ、新興感染症の約7割が「人と動物の共通
感染症」なのです。原因の一端に「人が自然環境に及ぼ
してきた負の影響、地球規模の異常気象や大規模な
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